
国境 を越 えた俳句のかたち
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北米における英語俳句は、1960年 代以降、急速に大衆化が進み、今や英詩の一詩形 として、そ

の地位を確立 しつつあるといえよう。この事実は、W・H・ オーデンとか、ジョン ・アシュベリー

とか、エサ リッジ ・ナイ トとか、 日本の文化について特に興味をもたない詩人たちが英語俳句 を

書 き始めたことからも知 られる。アメリカやカナダの小中学校でも、英語の教科書に俳句が出て

きて、生徒たちは五七五の詩形で詩を作 らされることがあるようになった。

しかし、考えてみれば、これは不思議な現象である。なぜなら、日本の俳句は五七五の十七文

字から成 り立っていて、その文字はすべて同じ長さで発音される。俳句は、日本語音節の等時性

を前提 とし、それを利用 したモーラ的韻律に基盤を置いた詩なのである。一・方、英詩の韻律の基

本は強弱アクセントであり、これに韻脚を組み合わせることにより、何種類かの詩のリズムをつ

くる仕組みになっている。つ まり、俳句はモーラ的韻律、英詩はアクセン ト的韻律と、リズムの

基本が大 きく違うのであって、この二つが どういう風にして融合 し、新 しい英語の詩形をつ くる

ことができたのか、そこのところが不思議なのである。

私見によれば、この融合には大きく分けて三つのかたちがある。第一は、五七五の音節律を模

倣することによって、英語俳句にモーラ的韻律を作 り出そうとするもの。第二は、俳句と英詩を

その中間のところで妥協 させ ようとする試みで、モーラ的韻律 もアクセント的韻律 も、許容 され

る範囲において出来るだけ利用 しようとするもの。第三は、その反対で、モーラ的韻律 もアクセ

ント的韻律 もあまり気 にかけず、もっぱら即物的なイメージ詩に徹 しようとするもの。私は、こ

れら三つのかたちを省察することにより、国境を越えて北米の英語圏に入った俳句 という詩形が

どう変貌 したか、それを少し探 ってみたい。

まず最初に、英語俳句も日本語の俳句 と同様五七五の音節 をもたなければならないとする態度

であるが、お もしろいことに、今この態度に強 く固執 しているのは、北米の小中学校用英語教科

書をつ くる教育者たちである。教科書に出て くる俳句作品は、翻訳であれ創作であれ、その多く

が三行五七五音節なのである。これは何故かというと、俳句を英語の教材として使う主な理由が、

その リズムの簡潔性にあるからであろう。英詩のリズムは複雑だから、子供たちにソネットを作

れといって も、とても出来ないばか りか、詩というものに恐怖心を与える結果にな りかねない。

その点、俳句だったら、音節が五七五になっていて、季節の感 じがありさえすればいいのだから、

小さな子供でも、ゲームをやるような感覚で作ることがで きる。次に挙げる例は、テキサス州

ヒュース トンに住む7才 の女の子が作った俳句である。

buzz,buzz,buzz,buzz,buzz
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allIhearisbuzz,buzz,buzz

buzz,buzz,buzz,buzz,buzz

(1)Mi
chelleTomer

バズバズというのは蜂の羽音で、日本語でいえばブンブンであろう。春爛漫、花が咲 き乱れる野

原に来てみると、聞こえてくるのは蜜蜂の羽音ばか りという、のどかな風景が 目に浮かぶ。幼稚

といえば幼稚だが、どこか山村暮鳥や草野心平の詩 を想起 させるようなところがないでもない。

いずれにせ よ、この俳句の リズムはモーラ的で、強弱アクセントは、この詩のリズムの中にほと

んど入って来ていない。

英語俳句は、アメリカやカナダの病院で、精神病の治療に使われることがあるが、このいわゆ

る俳句療法に使われる俳句が、やはり五七五の定型である。その理由も、教科書俳句の場合と同

じで、定型俳句が初心者にとって書きやすい詩だからである。だいたいポエ トリー ・セラピーは、

1960年代から使われだした精神病の治療法だが、ふつ うの英詩を使った場合、患者の中には拒否

反応 を起こす人たちがいる。むか し高校の英語の教科書で、ミル トンやブラウニ ングの詩に悩ま

されたことを思い出すか らだという。その点、俳句だと短かいし、韻律はシラブルを数えるだけ

でいい。季語に導かれて自然に目を向けることは、重苦 しい人間社会の規範か ら自由になるよす

がにもなる。次に引用するのは、俳句療法を受けるまで詩など書いたことがなかったという、カ

リフォルニアのあるセールスマ ンの句である。

AfternooninMay:

mosquitoes,birds,grass,flowers,
(z)

airplaneoverhead.

一行 目と三行 目にアクセント的韻律が少 しあるようだけれども、それは二行 目で大きく崩れてい

る。一方、モーラ的韻律のほうは、 きちんと五七五の定型である。五月 という季語 もあるし、コ

ロンによって切字的な休止 も作ってある。内容は平凡だけれども、有季定型俳句 としての形は整っ

ている◎

以上の二例は、共に初心者によって書かれた英語俳句の作品だが、これが もう少 し経験を積ん

だ詩作者だと、同じ定型俳句で も、 もっとアクセント的韻律に注意を払 う。一例を挙げよう。

OnThanksgivingDay

astheywalkalongthepath,

shegiveshimahug.

DonHoatson

感謝祭の日に、田舎の道で、中年あるいは老境 に入った夫婦が抱擁 している情景であろうが、作

者はこの句 を作 ったあとで読み返 してみて、三行目のリズムが気にかかったという。なぜなら、

この句のアクセント的韻律は
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弱弱強弱強

弱弱強弱強弱強

弱強弱弱強

となっていて、はじめの二行の規則正 しい韻律が三行 目に来て破れているからである。だから作

者 は、三行 目もやはり 「弱弱強弱強」とした方が、リズム感がよくなるだろうと考えた。そ して、

多少の試行錯誤 を経た上で、三行 目を次のように変えた。

OnThanksgivingDay

astheywalkalongthepath,

(3)
nowtheystoptohug.

この改作、 どうだろうか。韻律が整った分、他で失ったものがあるのではないかと私は思 うのだ

が、これは難 しいところである。何れにせ よ、強弱アクセ ントを重視 したからこそ句を推敲する

必要を感 じたわけで、その例 としてお もしろい。

もう一句、強弱アクセントを韻律に取 り入れた定型俳句の例を引用する。

Onebreakercrashes...

Asthenextdrawsup,alull-

andsandpiper-cries

(4)0
.MabsonSouthard

この句の強弱アクセ ントを見てみると

強強弱強弱

弱弱強強強弱強

弱強弱弱強

とな っ て い て 、 そ こ に は一 見 、何 の 法則 もな い よ う に見 え る。 しか し、 よ く見 る と、 最 初 の 二 行

で は 一つ の 波 が 寄 せ て 砕 け、一 息 お い て次 の波 が 寄 せ て くる 、そ の リズ ムが 強 弱 ア クセ ン トに よ っ

て 暗示 さ れ て い る 。 そ して 、 弱 音 で 始 ま る第 三 行 は、 一 つ の 波 か ら次 の 波 へ と移 る しば しの 静 寂

の 間 に 、 か す か に 聞 こえ て くる 海 鳥 の声 と共 鳴 す るか の如 き リズ ム 感 が あ る。(5)

以 上 の 二例 を見 て も分 か る よ うに 、英 語 で 定 型俳 句 を書 く人 た ち は、 初 心 者 を別 とす れ ば、 強

弱 ア ク セ ン トに もか な りの 注 意 を払 う よ うで あ る 。 アメ リカ の俳 句 雑 誌 『モ ダ ン ・ハ イ ク 』 を主

宰す る ロ バ ー ト ・ス ピー ス は 、 五七 五 の モ ー ラ的 韻律 をジ ェネ リ ック ・リズ ム、 ア クセ ン ト的 韻

律 を スペ シ フ ィ ック ・リズ ム と呼 び 、英 語俳 句 は この 二 つ を兼 ね 具 え て い な けれ ば な らな い 、 と

教 え て い る。ジ ェ ネ リ ック ・リズ ム は、人 間 一 般 に共 通 す る 「い の ち」で あ り、ス ペ シ フ ィ ック ・

リズ ム は 人 間各 自の も って い る個 性 だ 、 と も述 べ て い る 。 これ は 、 日本 の 俳 句 で も、 昔 か ら名 句
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といわれている作品は、五七五のモーラ的韻律の他に、強弱アクセント的な要素 も微妙に取 り入

れているのであって、それに対応するものであろう。結局のところ、す ぐれた詩人というのは、

どんな国語で詩を書こうとも、その言語の音韻的要素 を最大限に活用 しようとするものなのであ

る。

スピースはもう70才 を越え、英語俳句界の長老の一人だが、もう少 し若い世代になると、ジェ

ネリック ・リズムとか定型 とかにそれほど固執する必要はない、と考える人が多 くなってくる。

いわゆる自由律俳句の提唱である。なぜ彼等 は五七五にこだわらないのかというと、その根本的

理由は、日本語の音節 と英語のシラブルでは、その性格に相違があるという認識である。一般的

に日本語の音節は、英語のシラブルに比べて短い。例えば、野球で使われるス トライクというこ

とばは、日本語では五音節だが、英語では一つのシラブルにしかならない。「この場合、ごく大ざっ

ぱに言って、英語の一音節に含まれる情報量は、 日本語のそれに比べて、ほぼ五対一の関係にあ

る」 と、川本皓嗣著 『日本詩歌の伝統』 に書いてあるとお りである。(7)だから、十七音節の日本

語俳句を英訳すると、ふつうの場合十七音節 よりも短 くなることが多い。無理に英語でも十七音

節にしようとすると、何か余計なことばを入れなけらばならなくなる。例えば、「古池や蛙飛び

こむ水の音」を英訳 して、ちょうど十七音節にした試みがここにある。

Oldpond,ancientpool:

Afrogjumpingplungesin:

Waterishsplash-splosh.

な る ほ ど、 これ は 五 七 五 に な って い る け れ ど も、 同 じ意 味 の こ とば が あ ち こ ちで 繰 り返 され て い

て 、 い か に も冗 漫 だ し、 また 不 正確 で もあ る 。R・H・ プ ラ イス は、 この 英 訳 を読 む と、作 者 の

(s)

芭蕉自身が池に落っこちたような印象を受けると言っている。

日本語と英語のこうした差異を考慮に入れて、新 しい英語俳句のかたちを提唱する人たちが出

てきたのは当然である。その一人が、『俳句のかたち』の著者ジョアン ・ジローで、彼女 によれば、

英語で俳句を書 きそのシラブルを数える時 には、日本語の音節 に似た数え方をするべ きなので

あって、長母音 ・重子音はすべて二音節 として数え、句読点があればそれは一音節 とすることを

提案 した。(9)前掲の例でいうと、strikeと い う単語は、重子音 と長母音が一つずつあるか ら、合

計五音節になる。 こういう音節の数え方をす ると、英語俳句のシラブル数は十七 より多少減るこ

とになるわけだが、その数を具体的に提示 したのがボブ ・ジョーンズとウィリアム ・ヒギンソン

である。ジ ョーンズは、日本の俳句 を英訳す るにも英語で俳句を書 くにも、三五三の合計十一音

節 くらいが適当ではないかといい、五七五を字余 りの上限とする提案をした。aoまた、ヒギンソ

ンも、英語俳句のシラブルの合計は十から十二 くらいが理想で、強音節の数からいうと二三二が

よいだろうと考え、それも二三 ・二とか二 ・三二とか、途中に休止を置いて切字の効果をもたせ

(ii)

る のが よい と言 っ て い る。

こ れ ら三 人 の考 え て い る よ うな英 語 俳 句 の 例 は無 数 に あ る が 、 こ こで は二 つ の例 を挙 げ る に と

どめ た い。 最 初 は 、 ニ ュー ヨー ク在 住 の詩 人 ル ー ス ・ヤ ロ ウが グ ラ ン ド ・キ ャニ オ ンへ 旅 行 した

時 に作 っ た句 。
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canyondawn:

abatfoldingdark

intoacrevice

RuthYarrow

こ れ に は 佐 藤 紘 彰 に よ る和 訳 が あ っ て 、 厂谷 の朝 こ う も り割 れ 目に 闇 を 閉 じ」。(1勿次 は、 ニ ュー

ジ ャー ジ ー 州 住 む 女 流 画家 ア ニ タ ・ヴ ャー ジ ル の作 品 。

theswan'shead

turnsawayfromsunset

tohisdarkside

AnitaVirgil

これにも和訳があって、「向き変えて白鳥の首暗 くなる」。佐藤和男訳である。(1⇒

これらの例 を見ても分かるように、ジ ョーンズやヒギンソンの提唱している英語俳句のかたち

にはかな りの巾があり、三五三でも二四二でも三五五でもいいわけである。それならいっそのこ

と、そうした枠をすっかり取 り払ってしまって、百パーセント自由律俳句を書いたらよいではな

いか、と主張する人々が出て来ても不思議はない。彼等の主張は、20世紀 自由詩の理論を根底に

置いたもので、詩のかたちは個々の題材に即 して自然にかたちつくられるものであり、人為的な

型にはめるのは邪道だという趣旨である。そうすると当然、自由律俳句 と自由詩はどう違うのか

という問いも出て くるわけだが、これに対する答えは、各人の俳句観によってかな り意見が分か

れるようである。例えばジョージ ・スイー ドは、俳句の三条件 として、読んで一息以上の長さに

ならず、感覚に基づく映像の併置があ り、畏怖や神秘感を作 り出すことを挙げて、これらの条件

を満たす 自由詩が俳句だとしている。(④スイード自身の作品を一つ。

(is)i
nthetowndumpIfindastill-beatingheart

この俳句は、もしこれが俳句 といえるなら、その効果を定型とか韻律 とかに少 しも頼ることなく、

もっぱらゴミ捨場 とそこに落ちている生 きた心臓のイメージに賭けている。イマジス ト俳句の一

つの極致であろう。

ここまで くると、ことばの韻律に少 しも頼 らない 「目で見る俳句」が出てきても驚 くに当たら

ない。いわゆる 「視覚俳句」 またはハイクをもじってアイク(eyeku)と 呼ばれるものである。

次は、マーリーン ・マウンテンの有名な作品。
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0

f

r g

frogo⑤

これは多分、蛙が跳んで着地 したところを印象的に表現 したものなのだろうが、 ものの存在が存

在 として定着 し知覚されるプロセスを暗示 しているともとれる。いうまでもなく、ここにはモー

ラ的韻律 もアクセント的韻律 もない。 もし何かリズムがあるとすれば、それは視覚的なもので、

五七五からは遠 く離れている。

視覚俳句の理論を極限までつ きつめていくと、遂にはことばそのものが無 くなってしまうであ

ろう。なぜなら、視覚俳句には元来、ことばの意味作用に対する不信感があ り、ことばを除去す

ることにより対象を読者に直接ぶつけようとする目的があるからである。次に引用する例は、カ

ナダの詩人エリック ・アマンの作品で、「遺棄 された線路に雪が降る」 と題 してある。

★ ★ ★ 禽 ★ ★ ★ ★ ★ ★ 貢 ★ ★ ★.★

☆ 費 ★ ★ 窟 曹 ★ リヒ ★ 冑 曹 ★ ★ ★ ★

官 冑 ★ ☆ 賣 ★ 皆 ★ ★ ★ ★ 賣 ★ ★ ★

#####################
★ ★ 賣 ★ ★ ★ ★ 費 ★ ★ 禽 ★ ★ ★ ★

★ ★ ★ 費 ★ 鳶 調r★ ★ ★ ★ ★ ☆ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 肯 ★ ★ ★ ★ ★(17)

人気 の な い 荒 野。 そ れ を横 切 っ て長 く伸 び る古 い鉄 道線 路 。 そ こに しん しん と雪 が 降 っ て い る光

景 で あ る 。 これ が果 た して俳 句 とい え る もの か 、 い や 詩 とい え る もの か 、議 論 の あ る とこ ろで あ

ろ う。アマ ンは、俳 句 を 「ワ ー ドレス ・ポエ ム 」(こ とば の な い詩)と 定 義 づ け た こ とで 有 名 だが 、

これ は ま さ に ワ ー ドレス ・ポ エ ム で あ って 、 即 物 詩 の 極 北 だ と もい え る。

以 上 、 英 語 俳句 の 種 々 の か た ち を、7才 の 子 供 の 無 邪 気 な作 品 か ら、 ア ヴ ァ ンガ ー ド詩 人 の実

験 的 な視 覚 俳 句 まで 、 韻律 の 問 題 を中 心 に概 観 した。 他 に も脚 韻 の 問 題 ・改 行 の 問題 ・切 字 の 問

題 な ど、 英 語 俳 句 は多 くの 問 題 を抱 えて い るが 、北 米 の詩 人 た ち は、 そ れ らの 問 題 にチ ャ レ ン ジ

す る こ と に よっ て、英 語俳 句 ひ い て は 英 詩 そ の もの の フ ロ ンテ ィ ア を開拓 して い る よ うに見 え る 。

日本 語 と英 語 の 間 に、 言 語 と して の 根 本 的 な差 異 が存 す る か ぎ り、 こ れ らの 問 題 の 完 全 な解 決 は

望 め な い で あ ろ う が 、解 決 へ の 努 力 は その ま ま詩 作 へ の エ ネ ル ギ ー とな り、 ひい て は文 化 交 流 へ

の刺 激 と もな る こ とで あ ろ う。

〔注 釈 〕

1)HaikuPoetry(NewYork:BantamBooks,1978),14.
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